














A Study on Localization of Human Resources by Japanese Companies in Myanmar
Yohei Horima
Abstract
　This paper examines localization of human resources by Japanese firms in Myanmar. For this purpose, forty-
seven Japanese companies in Myanmar were surveyed. The survey results indicate that the top management is still 
occupied by Japanese expatriates dispatched from the headquarters whereas low - and mid - level managers are 
supplied by local human resources from earlier stages in comparison with previous research about ASEAN 5 and 
China. The reason for hiring mid-level managers in the subsidiaries from local human resources in Myanmar is the 
unnecessity for Japanese firms to transfer technology and knowledge to these subsidiaries since the value-added 
content of the goods and services produced by the Japanese firms are not high. In addition, it is elucidated that Jap-
anese small and medium-sized enterprises （SME） promote localization of human resources more actively than large 
enterprises. This is because, in the tight labor market in Japan, the SMES suffer more from the shortage of human 
resources than large enterprises. Furthermore, the fact that the localization of low and mid-level managers are pro-
moted, rather than top-level managers, approves the proposal that this contributes to increasing profitability while 
there are arguments that the localization of top level management should be promoted. Finally, previous studies in 
the literature found that in places where high technologies, skills, and services are required, the ratio of Japanese 
workers is higher. In this paper, we hypothesize that under tight domestic labor market conditions in Japan, Japa-
nese firms dispatch human resources from headquarters to the subsidiaries requiring high technologies, skills, and 
services, and otherwise they actively promote the localization of human resources in subsidiary firms.
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（high technology and skills）”が必要な職となされ、管理
61ミャンマーにおける日本企業の  「ヒトの現地化」に関する実証研究
表１　実態調査の対象となった47社と調査結果







企業１ 2016/9/15 2014 大企業 非製造業 合弁（現地） 日本人（代表取締役） 3（1） 66.7
企業２ 2016/4/6 2013 中小企業 製造業 独資 日本人（MG） 26（0） 100.0
企業３ 2016/10/18 1998 中小企業 製造業 合弁（現地） 日本人（代表） 10（1） 90.0
企業４ 2016/10/4 2015 大企業 非製造業 合弁（同等） 第三国人（CEO） 8（1） 87.5
企業５ 2016/4/5 1998 中小企業 非製造業 独資 日本人（代表取締役） 16（1） 93.8
企業６ 2015/12/10 2002 大企業 製造業 独資 日本人（社長） 15（1） 93.3
企業７ 2016/5/5 2014 大企業 製造業 合弁（日本） 日本人（社長） 105（1） 99.0
企業８ 2016/5/26 2013 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（代表取締役社長） 8（4） 50.0
企業９ 2016/6/20 2015 中小企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（代表取締役） 3（0） 100.0
企業10 2016/6/23 2015 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（社長） 5（5） 0.0
企業11 2016/7/6 2012 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（支店長） 3（3） 0.0
企業12 2016/7/8 2015 大企業 製造業 独資 日本人（所長） 4（1） 75.0
企業13 2016/7/11 2015 大企業 非製造業 独資 日本人（社長） 4（2） 50.0
企業14 2016/7/15 2013 大企業 製造業 独資 日本人（社長） 7（4） 42.9
企業15 2016/7/20 2012 大企業 製造業 独資 日本人（所長） 0（0） 0.0
企業16 2016/7/22 2012 大企業 非製造業 独資 日本人（取締役社長） 1（0） 100.0
企業17 2016/8/18 2013 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（社長） 8（1） 87.5
企業18 2016/8/18 2014 中小企業 製造業 独資 日本人（取締役） 5（0） 100.0
企業19 2016/9/1 2015 大企業 製造業 独資 日本人（GE） 0（0） 0.0
企業20 2016/9/8 2015 大企業 製造業 合弁（日本） 日本人（MG） 15（1） 93.3
企業21 2016/9/9 2015 中小企業 製造業 独資 日本人（取締役） 3（0） 100.0
企業22 2016/9/28 2016 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（所長） 50（3） 94.0
企業23 2016/9/29 2014 大企業 製造業 独資 日本人（MG） 2（0） 100.0
企業24 2016/9/29 2015 中小企業 非製造業 合弁（同等） 日本人（取締役） 1（0） 100.0 現地にて日本人を雇用
企業25 2016/10/11 2015 中小企業 非製造業 独資 日本人（代表取締役） 3（3） 0.0
企業26 2016/10/12 2013 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（支店長） 3（0） 100.0
企業27 2016/10/12 2013 中小企業 非製造業 独資 日本人（CEO） 4（0） 100.0
企業28 2016/10/4 2013 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（社長 8（1） 87.5
企業29 2016/10/4 2013 中小企業 非製造業 独資 日本人（MG） 2（1） 50.0
企業30 2016/10/10 2015 中小企業 非製造業 独資 日本人（取締役社長） 0（0） 0.0
企業31 2016/10/10 2015 中小企業 製造業 独資 日本人（MG） 9（1） 88.9
企業32 2016/10/10 2015 中小企業 非製造業 独資 日本人（MG） 1（1） 0.0
企業33 2016/10/12 2015 中小企業 製造業 独資 日本人（代表取締役） 119（7） 94.1 現地にて日本人を雇用
企業34 2016/10/13 2014 大企業 製造業 合弁（日本） 現地人（MG） 7（2） 71.4
企業35 2016/10/18 1996 中小企業 非製造業 独資 日本人（代表取締役） 50（0） 100.0
企業36 2016/10/18 2013 大企業 製造業 独資 日本人（社長） 4（1） 75.0
企業37 2016/10/18 2015 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（GE） N/A N/A 中間管理職なし
企業38 2016/10/18 2013 大企業 非製造業 独資 日本人（社長） 2（1） 50.0
企業39 2016/10/18 2013 大企業 非製造業 独資 日本人（支店長） 2（2） 0.0
企業40 2016/10/18 2002 中小企業 製造業 独資 日本人（代表取締役社長） 50（4） 92.0
企業41 2016/10/18 1996 大企業 非製造業 独資 日本人（代表） 1（1） 0.0
企業42 2016/10/18 1996 中小企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（副社長） N/A N/A 中間管理職なし
企業43 2016/10/18 2006 中小企業 製造業 独資 日本人（社長） 13（0） 100.0
企業44 2016/10/18 2016 中小企業 製造業 合弁（日本） 日本人（MG） 4（2） 50.0
企業45 2016/10/20 2015 大企業 非製造業 合弁（現地） 現地人（MG） 5（2） 60.0
企業46 2016/10/24 2016 大企業 非製造業 合弁（日本） 日本人（代表取締役社長） 6（2） 66.7























































































































































は 3社と合弁会社全体の 15.8％であることが 
分かった。現地化率が 60％以上の現地子会社























































化率が 100％とする会社は 8 社あり，中小企
業全体の 44.4％を占めることが分かった。ま


















































































率が 80％以上～100％未満である会社は 7 社
と製造業全体の 36.8％占めていることが本実
態調査により分かった(図 4)。次いで現地化






























































































































































































形態 日本企業の出資比率 先行研究① 先行研究② 先行研究③ 本実態調査
合弁
50％未満 N/A 57.1 23.3 66.7
50％ 61 N/A 49.7  0.0
50％超～100％未満 79 83.3 61.8 93.8
独資 100％ 79 94.9 48.7 96.2





先 行 研 究 本　実　態　調　査
中国 ASEAN 5
全 体
形　　態 規　　模 業　　態 進　出　期　間
10年 11.8年 独 資 合 弁 大企業 中小企業 製 造 非製造 ３年以下 ４～６年 ７年以上
中 央 値 N/A N/A 87.5 81.9 87.5 71.4 93.9 92.0 66.7 75.0 75.0 93.3




















































































































































































































































DICA. Directorate of Investment and Company Adminis-
tration（2016.3.11）http://www.dica.gov.mm/en/labor。
註
１） 本稿において現地化とは「ヒトの現地化」を指す。
２） 中間管理職として明確に定められた役職はない。（冨
田，1991，p.289）によると、班長、係長レベルから部
長、工場長レベルまでの範囲を中間管理職としている。
３） 本稿では本国本社にはグループ会社も含める。
４） 日本貿易振興機構へ2016年４月４日インタビュー。
５） ミャンマーの軍事政権下における教育政策について
は、増田（2010）や上別府（2014）により研究されてい
る。
６） 日本貿易振興機構へ2016年４月４日インタビュー。
７） 汚職の度合いなどはアジア開発銀行やトランスペアレ
ンシーが公表。
